



















































































































































































































































































Ａ．「ばかり（許）」 （1）227 例　　（2） ７例
（1）大体それくらいであることを意味する場合（227例）
○未三剋許退出　申時許資平自左府示送云 （長徳３．５．18 132下）



















































































































○左府所被奏　而上 申故障　若可参入乎者 （長和２．９．15 353下）
○今日駒迎　只可遣乎 大破子等者 （長和３．12．９　411下）
○今日重来云　上達部禄必可儲乎者 （寛弘８．７．１　223上）
○相府云　次第者不可仰乎 将猶可迎乎者 （長和２．３．27 322下）
○案内相撲事　命云　可有乎可無乎如何 （長和３．２．19 368上）
○但朝定夕変　猶難一定　於吉事可無改　況凶事乎 （寛弘８．７．17 228下）
上記の「況凶事乎」は、「況（むや）凶事（においてを）乎」と訓読する。
○仍不可申慶賀於所所之由　有左府命　仍只奏内不啓皇后宮東宮　何況陣外乎 （長和
２．７．15 331上） この例の「何況陣外乎」は、「何か況むや陣（の）外（におい
てを）や」と訓読する。
○又右衛門督是廷尉　異凡人　近来気色猶似追従　一家家風豈如此乎 （長保元．10．
28 155下） この例の「豈如此乎」は、「豈此（の）如（けむ）乎」と訓読する。
○右大臣可有拝礼乎否由　以左衛門督取案内 （長和２．正．２　296上）
この例の「可有拝礼乎否由」は、「拝礼有（る）可（き）乎否
いな
（やの）由
よし
」と訓読し、
「…するかしないか」という意味である。
Ｂ．終助詞「哉（や）」 （31例）
終助詞「哉（や）」は名詞「何事」６例ほか、代名詞「何」２例ほか、動詞（助動詞の
付いたものも含む）などと共に用いられている。構文として注目されるのは前記２．の
乎の場合と同じく、「若…哉―若し…せ（む）哉」２例、「況…哉―況（むや）…（にお
いてを）や」１例、「何況…哉―何（か）況（むや）…（においてを）や」５例、「…哉
否－…する哉否（や）」３例などである。「哉」の用法は主として疑問であり、他の語と
共に用いられて反語を示す場合がある。
○大臣思慮云　自本陣参上有何事哉 （長和２．正．14 302上）
この「有何事哉」は「何事（の）有（らむ）哉」と訓読し、全体は反語である。
○造宮事未有定　何早有競馬之興哉 （長和３．５．16 387下）
この「何早有競馬之興哉」は「何（か）早（く）競馬の興有（らむ）哉」と訓読し、
どうして…なのかという疑いを示している。
○左府命云　前宮宮法事　若有可奉仕之事哉者 （長保元．12．12 163上）
○相府座間　諸卿饗応　退有誹謗歟　況万歳後哉 （長和２．２．25 313下）
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○上達部依左府命献和歌　往古不聞事也　何況於法王御製哉 （長保元．10．28 155
下） この「何況於法王御製哉」は「何（か）況（むや）法王（の）御製（に）於
（いてを）哉」と訓読する。
○四条大納言消息云　去夕亥終参中宮　子二剋平産　明日可参哉否 報不可参由
（長和２．７．７　328下）
以上、二つの「や（乎・哉）」は、用法の共通するものが四つ（若…や、況…や、何況
…や、…や否）あるが、「豈（あに）」（陳述副詞）と呼応する「や」は、「乎」のみであ
る。
六　まとめ
本文献における文字として表記された助詞（一部の連語を含む）は、当時の和文に比
べると種類も用法も限られたものである。格助詞は「より（自・従）」・「と（與）」・
「に（於・于）」、連語「にして（於）」の４語、係助詞は「は（者）」１語、接続助詞は
「ながら（乍）」・「て（而）」・「ば（者）」の３語、副助詞は「ばかり（許・計）」・「の
み（而已・耳）」の２語、終助詞は「か（歟）」・「や（乎・哉）」の２語、異なり語数12
である。尤も、本稿では格助詞「の（之）」を扱っていないが、これを含めても13語で
ある。これらの中で漢文訓読語の用法として特に注目せられるのは、副助詞「のみ（而
已・耳）」の文末用法である。
本稿は『小右記』全体に対して、年数で55年中33年（60.0％）、分量にして1177ページ
中457ページ（38.8％）の調査であるが、助詞の異なり語はこれでほぼ出揃っていると考
えられる。後は述べ語数の点と、考察・分析をもっと丁寧にすべき点とが今後の課題で
ある。
注１　『小右記』一は、臨川書店発行（1973年）のものを使用した。
２　『色葉字類抄』は、中田祝夫・峯岸明編『色葉字類抄研究並びに索引本文索引編』、
風間書房発行（1964年）のものを用いた。
３　『古本節用集』（饅頭屋本）は、中田祝夫著『古本節用集六種研究並びに総合索
引』、勉誠社発行（1979年）のものを用いた。
４　『高山寺本古往来』は、高山寺典籍文書総合調査団編『高山寺本古往来　表白集』、
東京大学出版会発行（1972年）のものを用いた。
５　『大慈恩寺三蔵法師伝古点』は、築島裕著『興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点の
国語学的研究　索引篇』、東京大学出版会発行（1966年）のものを用いた。
６　『類聚名義抄』は、正宗敦夫編『類聚名義抄』第一巻・第二巻、風間書房発行
（1970年）のものを用いた。
（しみず　のりこ／本学助教授）
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